






































































































































24 専修ロージャーナル　第６号 2011. 1
（４）坂本「一考察」（注２参照）473頁以下，「序説」（注２参照）438頁以下，「環境問題」（注２参
照）163頁以下。






































（６）Kant reine Vernunft,224ff. 坂本「構想（２）」（注２参照）336頁以下。
（７）Kant reine Vernunft,232ff. 坂本「構想（２）」（注２参照）340頁以下。
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らである（Kant,reine Vernunft,S.300.  坂本「構想」（注２参照）153頁）。純粋カテゴリーにあって
は我々に可能な唯一のものである感性的直観のすべてが度外視されているのであるから，従っ
てそれによってはなんらの客体・客観事象も規定されず，単に客体一般の思惟が様々な様態に


























































































































































































































































































































































































48 専修ロージャーナル　第６号 2011. 1
（39）理性が一つの体系であるとは，自己完結的な一つの思想を創造してゆける能力であること
を意味する。なぜなら体系の真価は，異質なものの混入を阻止しながら自立した一つの思想を
形成させるところに存するからである。すると特定の直観に対応しないア・プリオリな概念を
生じさせうる理性については，これまで見たようにア・プリオリな対象を認識するために賦与
されているのではなくて，我々が経験的目標に従属せしめられることなく生きてゆくための，
自立した（ア・プリオリな）最高目標を思惟するために賦与されているのではないかが問われ
るべきことになろう。言い換えれば，我々の理性はカテゴリーを用いてア・プリオリな概念と
してのみ有することに成功した「心神（霊魂）の不死」「先験的自由」「神」に基づきそれらが
概念による純粋使用においては，経験だけがそれに材料を供給しうる統一の諸原則
に従った探究の体系にすぎない。しかしここでは，ある先験的哲学の固有な方法に
ついてはいかなることもいわれえない。我々はただあらゆるところで建築できるの
かどうか，そして我々がもっている材料（純粋でア・プリオリな概念）からうまく
我々の建築物をどれほど高く築き上げることができるのか，という我々の能力状態
のある批判に関わっているだけだからである
（40）
。
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めざせと指定する仕方での自由（特に経験的目的にかかわらない自由）を実現するために，
「あるべきこと」について一つの原理から体系的に同質な諸々の行為規範を導き（体系によっ
て異質な行為規範を排斥しながら），およその理性的存在者ならどうしてもそのように考える
ところのア・プリオリなそれゆえ決して対象をもたない（対象に依存しない）―このことは我々
の自由にとって大きな意義を有する（後述）―思想体系として我々の最高目標を創造してゆける
能力ではないのかが問われなければならない。
（40）Kant,reine Vernunft,S.764ff.
